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追補特記仕様書の適用

8章　耐震改修工事

る。

設計指針・同解説」、「既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」を参考とし、かつ

ＪＡＳＳ６「鉄骨工事標準仕様書」及び「鉄骨工事技術指針(工場製作編、工事現場施工

編）」を標準とする。

【付加】b.施工にあたっては、（財）日本建築防災協会「既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修

孔あけ位置は現地調査に基づき行い、孔径は高力ボルトの場合はボルト径＋2mm以下、

中ボルトの場合はボルト径＋0.5mm以下を遵守すること。

【付加】c.補強鉄骨部材と既存鉄骨部材の接合方法は、ボルト接合とし、詳細は図示による。

【付加】d.既存鉄骨部材には図示している補強鉄骨部材以外は接続しないこと。

モルタルの材料

及び調合

機器、材料製造者、専門工事業者一覧表に示す鉄骨製作工場

建築基準法施行規則第1条の3第1項の規定に適合する工場として国土交通大臣の認定

を受けた鉄骨製作工場とし、次による。

S H以上 R以上性能評価基準

月間製作トン数(　　　　　　)トン以上

その他の条件(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

【付加】e.設備補強は設備支持材に行うこと。

b.施工管理技術者 鉄骨製作監理技術者2級同等以上適用する(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

適用しない

【付加】

【付加】

a.鉄骨製作工場の加工能力等

M以上

設計図による

2節　材料

8.13.2
鉄骨の工作図

8.2.4
あと施工アンカー

a.高力ボルト・普通ボルト・アンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ア）アンカー本体の径、有効埋込み深さ、引張耐力、せん断耐力、仕様箇所

径

(mm) (mm)

引張耐力

(kN/本)

せん断耐力

(kN/本)
使用箇所

ウ）接合筋の種類、径、長さ

2）接着系アンカー

(mm)

径

ア）アンカー筋の径、有効埋込み深さ、引張耐力、せん断耐力、使用箇所

有効埋込み深さ

(mm)

設計図による

使用箇所
引張耐力

(kN/本)

せん断耐力

(kN/本)
種類

無機系 M12 72 18 18

イ）セットの方式（　　　本体打込み式改良型　　　　　　　　　　　　　　）

イ）アンカーの種類　　カプセル型回転・打撃式（　 無機系　　有機系）

a.あと施工アンカーの種類は次による。

1）金属系アンカー

日本建築あと施工アンカー協会「あと施工アンカー標準試験法」による。

2）試験対象と試験数　　 　種類及び径ごとに各3本　　　　設計図による

【付加】

【付加】

【付加】

建築物の耐震改修設計指針同解説」の3.9.3素材強度、3.9.4設計強度を満足するものと

する。現場施工は同3.4.4あと施工アンカー工事に基づいて行う。

c.あと施工アンカーの所要性能は、(財)日本建築防災協会発行「既存鉄筋コンクリート造

ものとし、工事着手前に製造メーカーはアンカーの所要性能が確認できる資料を監督職員

に提出する。

d.アンカーの製造メーカーは、アンカーの所要性能が前記性能を満たす製造メーカーによる

e.あと施工アンカー施工に先立って、アンカー施工範囲面にて鉄筋探査を行い、干渉しない

ように調整する。

鉄骨製作工場

あと施工アンカーの性能確認試験　　　 実施する　　実施しないb.

b.スリーブに用いる材料の材種、規格

圧縮強度 フロー値 使用箇所 備考

1 －30N/mm2 ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄと既存RC躯体間

名称 備考種類の記号

SS400

SS400

SSC400

使用箇所

補強鉄骨

補強鉄骨

補強鉄骨 山形鋼,溝形鋼

鋼板

軽量形鋼

8.2.8

鋼材

a.材質等　　次による

JIS形高力ボルト(JIS B 1186) 2種(F10T)

溶融亜鉛メッキ高力ボルト 1種(F8T)

形状・寸法　　 設計図によるb.

b.高力ボルトの径　　 設計図による

【付加】

柱底均し

a.改修仕様[8.2.10(a)(b)]以外の溶接材料 なし

b.新旧コンクリートの一体化、ひび割れ補修に用いるエポキシ樹脂は、引張強度が8N/mm2以

上で、圧入部のひび割れ幅及びその方向を考慮して、適切な粘度を有する材料とする。
及びグラウト材

普通

ボルト

設計図による
b.座金 ばね座金 平座金(戻止めナット使用)

標7.2.3

標7.2.6

モルタル

ターンバックル

a.普通ボルトの径

パイプ式建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

a.種類

b.ねじの呼び 設計図による

1節　一般事項

4節　鉄筋の機械式継手及び溶接継手

5節　レディーミクストコンクリートの発注、製造及び運搬

6節　普通コンクリートの品質管理

7節　コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

8節　コンクリートの試験

9節　軽量コンクリート

10節　暑中コンクリート

12節　あと施工アンカー工事

溶接材料

8.2.10

【(d)付加】

割枠式

羽子板ボルト

【(b)付加】

b.あと施工アンカー作業における技能者は、日本建築あと施工アンカー協会認定の次の有資

格者とする。

特2種あと施工アンカー施工士

第2種あと施工アンカー施工士

【(c)付加】

【(d)付加】c.穿孔に使用する機械はハンマードリルとする。

8.12.1

一般事項
a.施工監理技術者は、日本建築あと施工アンカー協会認定の次の有資格者とする。

a.埋込み配管等の探査の範囲はすべてとし、方法は下記による。

第1種あと施工アンカー施工士

鉄筋探査機(金属探知機)により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う。穿孔

施工確認試験

無収縮モルタルa.柱底均しモルタル

a.あと施工アンカーの施工後の確認試験 実施しない実施する

2）確認強度

アンカーの鋼材による引張荷重とコンクリート破壊による引張荷重(埋込みおよびへ

りあきの影響を受ける場合は低減した荷重）の小さい方の荷重の2/3とする。接着系

の場合は、付着破壊の荷重も考慮する。

3節　鉄筋の加工及び組立

8.2.9
高力ボルト

2種(S10T)a.高力ボルト

JASS6[付則6](鉄骨精度検査基準)による

【付加】b.

び孔位置は、現地採寸により決定する。

8.13.10

仮組

a. 製作制度

あと施工アンカー主任技術士

あと施工アンカー技術管理士

行う

既設コンクリートへ打ち込まれたあと施工アンカーへ直接接合される鉄骨の接合ボルト及

(仮組の範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(仮組の時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

付加8.13.3

鉄骨精度

a. 製品検査

1）確認試験方法及び試験数

及び受注者等による中間検査・受入検査を行う。

1）製品検査は、JASS 6 [9節](製品検査・発送)により行い、鉄骨製作工場による社内検査

による決定する。

2）中間検査における検査項目・方法・数量・合否基準・実施時期等は、監督職員との協議

3）部材精度の受入検査方法は、日本建築学会「鉄骨精度測定指針」[5章](部材精度の受入

検査方法）による次の検査とする。なお計測位置は部材長さと孔位置とする。

書類検査1と対物検査1

13節　鉄骨工作

追補

置換

8.13.12
検査

a. 仮組

摩擦接合に適用する。

8.14.2

処理

摩擦面の性能及び

【付加】

【(a)置換】

a. この節は、トルシア形高力ボルト、JIS形高力ボルト、溶融亜鉛めっき高力ボルトによる

きるよう、ミルスケールをディスクグラインダー掛け、ショットブラスト又はグリッドブ

ラスト等により、摩擦面全面を除去したのち、一様に錆を発生させたものとする。

a. トルシア形高力ボルト及びJIS形高力ボルトの摩擦面は、すべり係数値が0.45以上確保で

書類検査1と対物検査2

ブラスト処理b. 溶融亜鉛めっき高力ボルトの摩擦面の処理

トルシア形高力ボルト 行う(判定基準):μ=0.45以上)

行わない 行う(判定基準):μ=0.45以上)JIS形高力ボルト

【付加】

行わない 行う(判定基準):μ=0.45以上)

行わない 行う(判定基準):μ=0.45以上)

トルシア形超高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

【付加】

【(c)付加】

【(c)付加】

c. すべり係数試験

行わない

d. 試験方法、試験片の摩擦面の状態

紙ずり等を行った上、摩擦面処理を行うこと。

8.14.1

適用範囲

【付加】e.

日本建築学会「高力ボルト接合設計施工ガイドブック」による

14節　高力ボルト接合

行わない

既存鉄骨間にガセットプレートを挿入する部位は、既存躯体接合面の塗装を除去し、研磨

g.改修標仕及び本特仕の[8章耐震改修工事]の規定は、耐震改修工事のほか、それ以外の構

造関連工事にも適用する。ただし、他の特記により適用を除外されるものは除く。

適用範囲

8.1.1

コンクリートの

種類

8.1.4

コンクリート

の品質

8.2.6

構造体用モルタル

の材質及び調合

8.2.5

コンクリートの

材料及び調合

a.改修標仕8章に示す工事のほか、耐震改修以外の構造改修工事においても、本章を適用す

コンクリートの種類b.

有効埋込み深さ

番

号

コンクリート

種別

設計基準強度

Fc(N/mm2)

スランプ

(cm) (kg/m3)

単位水量の上限値
使用箇所 備考

場所打ちコンクリート杭の構造体強度補正値(S)の値は4.5.3による。

コンクリート番号(　　)については構造体強度補正を行う。1)

3)コンクリート番号(　　)については、調合管理強度の管理試験を行う。

4)コンクリート番号(　　)については、構造体コンクリート強度の推定試験を行う。

5)コンクリート番号(　　)については、建築基準法第37条二号に規定する国土交通大臣の

認定を受けたコンクリートとする。

コンクリート番号(　　)については、試し練りを行う。2)

6)コンクリート番号(　　)については、次に示す材料試験を行う。

コンクリートの材料試験

砂

砕石・砂利

化学混和剤

セメント

・比重及び吸水率

・有機不純物

・粒度及び粗粒度

・圧縮強さ

・洗い試験

・塩分

・粘土塊量

・粘土塊量

・アルカリシリカ反応性試験

・アルカリシリカ反応性試験

・実績率

・安全率

・洗い試験

・粒度及び粗粒度

・すりへり減量

・比重

・減水率

・圧縮強度

・曲げ強度

・凍結融解に対する抵抗性

・過剰添加による影響

・塩分含有率

・吸水率

・ブリーディング量

・凝固時間

試験項目※1

※2

※3

・アルカリ量

※2.

※3.

※1.・印に示す試験を行う。

なお、・印の有無にかかわ

らず、全試験項目について

品質管理成績表を監督職員

に提出する。

山砂、陸砂を使用する場合

は必ず行う。

海砂を使用する場合は必ず

行う。

a.コンクリートの種別

トルシア形高力ボルト(JSS Ⅱ 09)

d.合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げの種別は次により、適用は設計図による。

備考

B種

C種

仕上材符号

RC-A

RC-B

RC-C

種別 適用箇所

A種 化粧打放し仕上げ又は塗装仕上げ程度を施すコンクリート表面

仕上塗材を施すコンクリート表面

上記以外の打放し仕上げのコンクリート表面

c.部材の位置及び断面寸法の許容差

e.コンクリートの仕上りの平たんさ

改修標仕[表8.1.2]による

改修標仕[表8.1.4]による

構造体用

8.2.6

番号

使用

設計図による

使用しない

b.フェロニッケルスラグ細骨材、銅スラグ細骨材、電気炉酸化スラグ骨材及び再生骨材等の

c.砕石・砕砂・砂利・砂のアルカリシリカ反応性による区分

使用する

A B

a.セメントの種類

使用箇所(コンクリート番号)種類

・高炉セメントB種

・普通ポルトランドセメント コンクリート番号(　　　　　)

コンクリート番号(　　　　　)

使用箇所(コンクリート番号)種類

コンクリート番号(　　　　　)

コンクリート番号(　　　　　)

・AE減水剤

・高性能AE減水剤

8.2.5
コンクリートの

材料及び調合

a.構造体用モルタルの圧縮強度及びフロー値

注)混和材料の使用量を配合計画書に示し、監督職員の承諾を受ける。

混和材料の種類及び適用d.

f.フライアッシュ・高炉スラブ微粉末・膨張材を用いる場合には、品質及び供給の安定性を

確認し、コンクリートの品質に及ぼす影響を明らかにした上で監督職員の承諾を受ける。

促進型のものは、原則として利用しない。使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。e.

g.防錆剤は、原則として使用しない。

呼び径(mm) 備考規格名称

(鉄筋コンクリート用棒鋼)

種類の記号

・SD295

・SD345

・SD390

異形鉄筋

溶接閉鎖型せん断補強筋(大臣認定品
又は性能評価取得品)

b.

b.閉鎖型補強筋は、材料の品質・加工方法ともに建築基準法に基づく性能評価の条件を満足

するものとする。

8.2.1

鉄筋

8.2.2

溶接金網

a.鉄筋の種類

使用箇所

使用箇所記号 備考種類

・溶接金網 WFP

SD295・鉄筋格子

注)溶接金網、鉄筋格子の形状及び寸法は、設計図による。

a.溶接金網、鉄筋格子の形状・寸法・径

b.異形鉄筋を電気抵抗溶接により金網状にして使用する鉄筋格子は、次の条件を満たすもの

とする。

1）試験方法

1)素材はD16以下とし、その材質は JIS G 3112のSD295の規定による。

2)製品は、いずれの方向についても溶接部を含む試験片の引張試験において溶接部で破断

しない。

8.2.7

型枠の材料

8.3.4

継手及び定着

8.4.2

機械式継手

8.4.3
溶接継手

a.せき板の材料

スラブ、壁筋

継手工法と適用径の範囲

・機械式継手(　　　　　　　)

・重ね継手(　　　　　　　　) ・ガス圧接(　　　　　　　　　)

・溶接継手(　　　　　　　　　)

・機械式継手(　　　　　　　)

・重ね継手(　　　　　　　　) ・ガス圧接(　　　　　　　　　)

・溶接継手(　　　　　　　　　)

・機械式継手(　　　　　　　)

・重ね継手(　　　　　　　　) ・ガス圧接(　　　　　　　　　)

・溶接継手(　　　　　　　　　)

柱主筋

梁主筋

部位等

a.継手の工法

b.鉄筋の継手位置

c.主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手長さ

設計図による

設計図による

設計図による

40d(軽量コンクリートは50d)と改修標仕[表8.3.3]の値のうち大きい値

a.特記事項は、  印の付いたものを適用する。

版」(以下、標仕という)の当該項番号に対応する。

b.

下、改修標仕という)の当該番号に対応する。ただし、項番号の頭に”標”を付したもの

章・節又は項の全体に対する注記を示し、[　]は、それを付された項目(号)のみに対する

注記を示す。次に例示する。

c.章・節・項のタイトル部分に示される注記の意味は、次による。なお、　　　　はその

う)の当該規定と置換する。

置換1) ：共仕・改修標仕の当該章・節・項の規定全体を特記仕様書(以下、特仕とい

2)[置換]：共仕・改修標仕の号の規定を、特仕の当該規定と置換する。

3) 付加 ：共仕・改修標仕に特仕の当該規定を新規追加する(新設の章・節・項)。

4)[付加]：共仕・改修標仕に特仕の当該規定を号単位で追加する。

5) 追補 ：共仕・改修標仕にない当該規定を新規追加する(新設の章・節・項)。

”共仕[○．○．○]”、”改修標仕[○．○．○]”等と表記する。

d.特仕において、共仕又は改修標仕等の項番号を引用する場合は、

引用された共仕又は改修標仕の規定に対して特仕で追加、読替え等を行っている場合は、

それらも併せて適用する。

e.共仕、改修共仕及び特仕において、共仕又は改修標仕の項番号等を引用している場合で、

す。

f.特記事項に示す(表・・)(図・・)の番号は、共仕又は改修標仕の当該表又は図の番号を表

各章の章・節・項の番号は、公共建築協会編「民間(七会)連合協定工事請負契約約款に

適合した　工事共通仕様書　令和5年版　建築工事編」(以下、共仕という)及び国土交通

省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和4年版」(以

は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和4年

8.1.3

8.6.1

品質管理一般

8.1.5

8.2.12

8.12.4

8.12.7

改修標仕[8.12.7]による

8.15.4
材料準備

a. 技能付加試験

17節　鉄骨の錆止め塗装

8.15.3
技能資格者

塗料の種別

a. 開先の形状

a. 錆止め塗料の種別

設計図による

行わない1）鋼製スリーブの内面塗装

2）耐火板張り・耐火材巻付け以外の耐火被覆材の接着する面の錆止め塗装

行う(　　　　　　　　　　　　　)行わない

行わない 行う(適用部位：　　　　　　)

16節　スタッド溶接

18節　耐火被覆

19節　鉄骨の工事現場施工

20節　溶融亜鉛メッキ工法

21節　現場打ち鉄筋コンクリート造壁の増設工事

22節　鉄骨ブレースの設置工事

23節　柱補強工事

24節　連続繊維補強工事

25節　耐震スリット新設工事

その他

天井内の壁及びスラブにおいて、ジャンカ等によりコンクリートが剥落する可能性のある範囲は補修を行う
こと。

15節　溶接接合

8.17.4

改修標仕[表7.3.2]のA種

いて、現況を勘案した工作図を作成し監督職員の承諾を得ること。

本図に示す既存鉄骨レベル・位置等は、想定される位置を示している。

本工事の施工に先立ち既存鉄骨位置、既存設備配置等現地再調査のうえ、本設計図に基づ
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  ㈲鎌田建築構造設計事務所

　一級建築士 　　　　第369320号　鎌田 和寿

　構造設計一級建築士 第 11434号
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既存ホール屋根構造伏図
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図 面 番 号

図 面 名 称

工 事 名 称

縮 　 　 　 尺

設 計 年 月 日

1：100（Ａ１）
1：200（Ａ３）

県知事登録第 1 - 3 - 1 6 4 号

一級建築士事務所

鹿児島市真砂本町 2 1 番 7 号   T E L ( 代 ) 0 9 9 - 2 5 7 - 1 1 7 7

外 村  選

一級建築士登録  第 1 6 0 6 3 6 号
設 計 図

S-　02R7 2
R7霧島市民会館大規模改修工事（建築１工区）
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天 井 内 補 強 鋼 材 伏 図
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  ㈲鎌田建築構造設計事務所

　一級建築士 　　　　第369320号　鎌田 和寿

　構造設計一級建築士 第 11434号
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符　号

〇

２Ｃ－１００×５０×２０×１．６〇

　Ｃ－１００×５０×２０×１．６
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Ｖ２ 　１－Ｍ２０(ターンバックル付)
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Ｂ－Ｂ’面　補強鋼材伏図

キープラン

Ａ－Ａ’面　補強鋼材伏図 Ａ３　Ｓ＝１：２００
Ａ１　Ｓ＝１：１００

C-100×50×20×1.6＠900以下
天井材下地

C-100×50×20×1.6＠900以下
天井材下地

1.特記なき限り鋼種はSS400とし、〇印はSSC400とする。
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縮 　 　 　 尺

設 計 年 月 日

1：100（Ａ１）
1：200（Ａ３）

県知事登録第 1 - 3 - 1 6 4 号

一級建築士事務所

鹿児島市真砂本町 2 1 番 7 号   T E L ( 代 ) 0 9 9 - 2 5 7 - 1 1 7 7

外 村  選

一級建築士登録  第 1 6 0 6 3 6 号
設 計 図

S-　03R7 2
R7霧島市民会館大規模改修工事（建築１工区）
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Y 2 ・ Y 1 0 通 り 軸 組 図
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  ㈲鎌田建築構造設計事務所

　一級建築士 　　　　第369320号　鎌田 和寿

　構造設計一級建築士 第 11434号

Ｙ２通り・Ｙ１０通り軸組図　( 補 強 前 )

Ｙ２通り・Ｙ１０通り軸組図　( 補 強 後 )

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

1,656.252,462.51,6508601,240425 1,610840 1,656.25 1,694.75 1,656.251,617.75 1,656.25 1,692.75 1,619.75 1,656.25 1,616.25890

425 2,900

6,625

3,300 3,312.5

6,625

3,312.5 3,312.5

6,625

3,312.5 3,312.5

6,625

3,312.5

1,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,6501,6501,4501,450

2
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

2
,
1
0
0

1,656.251,656.25

425 2,900

6,625

3,300 3,312.5

6,625

3,312.5 3,312.5

6,625

3,312.5 3,312.5

6,625

3,312.5

1,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,656.251,6501,6501,4501,450

2
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

2
,
1
0
0

1,656.251,656.25

AX6AX5AX4AX3AX2

AX6AX5AX4AX3AX2

上弦材：2L-100x100x10

T4

上弦材：2L-100x100x7

※特記なき限り2L-65x65x6

T2

上弦材：2L-100x100x7

※特記なき限り2L-65x65x6

T2

上弦材：2L-100x100x7

※特記なき限り2L-65x65x6

T2

※特記なき限り2L-75x75x6

特

記

事

項

図 面 番 号

図 面 名 称

工 事 名 称
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設 計 年 月 日

県知事登録第 1 - 3 - 1 6 4 号

一級建築士事務所

鹿児島市真砂本町 2 1 番 7 号   T E L ( 代 ) 0 9 9 - 2 5 7 - 1 1 7 7

外 村  選

一級建築士登録  第 1 6 0 6 3 6 号
設 計 図

1：40（Ａ１）
1：80（Ａ３）

S-　04R7 2
R7霧島市民会館大規模改修工事（建築１工区）
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Y 3 ・ Y 9 通 り 軸 組 図
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・施工に先立ち既存鉄骨位置、既存設備配置等現地再調査のうえ、本設計図に基づいて、現況を勘案した工作図を作成し監督職員の承諾を得ること。

・既存鉄骨が当時の図面と整合していることを確認し、不整合や施工不良を発見した場合は監督職員の指示を仰ぐこと。
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・施工に先立ち既存鉄骨位置、既存設備配置等現地再調査のうえ、本設計図に基づいて、現況を勘案した工作図を作成し監督職員の承諾を得ること。
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一級建築士登録　第１６０６３６号

縮 　 　 　 尺

設 計 年 月 日

1：20（Ａ１）
1：40（Ａ３）

県知事登録第 1 - 3 - 1 6 4 号

一級建築士事務所

鹿児島市真砂本町 2 1 番 7 号   T E L ( 代 ) 0 9 9 - 2 5 7 - 1 1 7 7

設 計 図
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R7霧島市民会館大規模改修工事（建築１工区）
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補 強 鋼 材 リ ス ト

  ㈲鎌田建築構造設計事務所

　一級建築士 　　　　第369320号　鎌田 和寿

　構造設計一級建築士 第 11434号

ＧＰＬ－(イ)
ボルト本数

及び径タイプ
継手

鋼材サイズ
Ｐ ｅ１ ｇ１ ｇ２

ボルトに対する各寸法

ｅ２ 高力ボルト ピッチ

　Ｌ－７５×７５×６

綴り高力ボルトの径及びピッチ

ＢＬ７５

符　号

６０ ４０ － －Ｂ ２－Ｍ１６〇 ５０◆

６０ ４０ － －Ｂ２Ｃ－１００×５０×２０×１．６ ２－Ｍ１６〇 ５０ １－Ｍ１６◆ ◆ ＠９００以下

　Ｃ－１００×５０×２０×１．６ － －

６０ ４０ － －Ｂ ５０２［－１００×５０×５×７．５ ＠９００以下

６０ ４０ － －Ｂ － －　［－１００×５０×５×７．５ ５０

６０ ４０ － －Ｂ － －　［－１２５×６５×６×８ ６２．５

２Ｃ

Ｃ

２［１００

［１００

［１２５

６０ ４０ － －３０　Ｌ－６５×６５×６ Ｂ － －Ｌ６５

６０ ４０ － －３０Ａ２Ｌ－６５×６５×６２Ｌ６５

Ａ２Ｌ７５ ２Ｌ－７５×７５×６

２－Ｍ２０ ６０ ４０ ３５ － －

６０ ４０ ３５ － －

－ －

－ －

部　位

鉛直部材
(吊材,横材,斜材)

２－Ｍ１６ １－Ｍ１６

２－Ｍ１６

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

ＰＬ－１２

１－Ｍ１６ ＠９００以下

ＰＬ－６

２－Ｍ１６

２－Ｍ１６
一部現場溶接

２－Ｍ２０

ＰＬ－１６

ＰＬ－１２
一部ＰＬ－１６

ＰＬ－１２
一部ＰＬ－１６

２－Ｍ１６

水平ブレース

Ｖ１ １－Ｍ１６(ターンバックル付) Ｇ.ＰＬ－９　Ｈ.Ｔ.Ｂ　１－Ｍ１６　羽子板ＦＢ－６　Ｌ１＝８０以上　Ｌ２＝５５以上

Ｖ２ １－Ｍ２０(ターンバックル付) Ｇ.ＰＬ－９　Ｈ.Ｔ.Ｂ　１－Ｍ２０　羽子板ＦＢ－９　Ｌ１＝８０以上　Ｌ２＝７５以上
L1

G.PL
L2

羽子板

L1・L2:溶接長さ

ＲＣ躯体接合部詳細図
Ａ１　Ｓ＝１：２０
Ａ３　Ｓ＝１：４０

3.詳細図に記載のある継手形状は詳細図を優先とする。

2.特記なきボルトは高力ボルトS10Tとし、◆印は中ボルトとする。

1.特記なき限り鋼種はSS400とし、〇印はSSC400とする。

1.特記なき限り鋼種はSS400とする

現場継手表溶接規準図

Ａタイプ Ｂタイプ

特

記

事

項

図 面 番 号

図 面 名 称

工 事 名 称

縮 　 　 　 尺

設 計 年 月 日

県知事登録第 1 - 3 - 1 6 4 号

一級建築士事務所

鹿児島市真砂本町 2 1 番 7 号   T E L ( 代 ) 0 9 9 - 2 5 7 - 1 1 7 7

外 村  選

一級建築士登録  第 1 6 0 6 3 6 号
設 計 図

S-　18

1：20（Ａ１）
1：40（Ａ３）

R7 2
R7霧島市民会館大規模改修工事（建築１工区）

あと施工アンカー要領図

ベースプレート

あと施工アンカー

備　考

B.PL-12×200×200

4-M12

ベースプレート

あと施工アンカー

備　考

符　号 ※１(位置は伏図参照)

符　号 ※２(位置は伏図参照)

断　面

断　面

6-M12

B.PL-16×200×320

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース S:脚長
(単位mm)

θ=45°θ=45°

θ=60°

°

°

°

t

tt

θ
S

B

θθ

（１） 隅肉溶接

t1 SS t≦16mm

t 7以下

S1 6

8～10

7

11～13

10

14～16

12

・但し片面溶接の場合はS=tとする。
・tはt1,t2の小なる方とする。

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚
とすることが望ましい。

余盛は(1+0.1S)mm以下とする。
S

t2

（使用箇所に注意）（２） 部分溶け込み溶接

2

θ=60°

t

D1 D1

ff

G=0
θ=60°

t1

Ｒ≦２

t≦t1
t/4 ≦ f ≦ 10mm

t

溶接姿勢

t＞16mm

F.V

（３）完全溶込み溶接 (平継手　Ｔ形継手)

3

θ=45°

f

R≦2
f

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

t

t/4 ≦ f ≦ 10mm

・ＡＡＧ

溶接姿勢

t 6<t<19mm

F.V

4

θ
G f

R≦2

25mm 以上
t/4 ≦ f ≦ 10mm

L
t1

t

NGCMC GC

t mm θ G t1 L θ G t1 L

6≦t<12

12≦t<16

16≦t

溶接姿勢

35

35

45 6 5

F.V

45°6 6 5

45

35

°6 9 8

°°° 899

9

9

9

9

8

8°

°6

°

5

T形突合せ継手余盛θ=45°

R≦2

f

f

θ=60°
G=0～2 t/4 ≦ f ≦ 10mm

1/3t
2/3t t

のど厚t mm 余盛の高さmm

1t≦4

4<t≦12

12<t≦19

19<t 4

3

2

・ＡＡＧ

溶接姿勢

t t≧19mm

F.V

0 < f ≦ 3.0mm

（但し、t≧15 mm の時 4.0 mmとする)

θ=45°

t2/4 ≦ a ≦ 10mm

(平継手で板厚が異なる時)

削り面
2.5
1

R≦2

f

f
G=0～2

(裏はつり後裏溶接)

6 a

t2

G=0～2

(裏はつり後裏溶接)

t1t

t

溶接姿勢

6<t<19mm

F.V
・ＡＡＧ

7

f

R≦2

25mm 以上

L G L

θ=45°

t

t1

(但し、t≧ 15 mm の時 4.0 mm とする)

0 < f ≦ 3.0mm

（４）フレアー溶接

t mm

NGCMC GC

6<t<12

12≦t≦19

19<t

溶接姿勢

45

35

35

°

°

°

θ

6

9

9

G

6

9

9

t1

5

8

5

L

F.V

45

35

45

θ
6

9

G

6

6

9

9

t1

5

8

5

L

K形の場合

8

φ
θ

B

フレアー溶接長は,鋼板に接する全長とする。

溶接棒角度θは30°～40°とする。

・

・9 mm～16 mmは1パス以上,19 mm以上は2パス以上とする。

プレート

t

S

寸法 (mm)

9

13

16

19

22

25

φ

7

8

9

10

11

12

B

8

4

4.5

5

6

7

S

(イ)
(イ)

注）１.有効埋め込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。

２.あと施工アンカーの施工にあたっては、既存躯体の鉄筋位置を鉄筋レーダー等を用いて確認し、干渉しないように調整する。

３.鋼板とコンクリート面の隙間に接着用樹脂を注入する工法で以下の点に留意する。

　・鋼板とコンクリート面の隙間は樹脂の充填が十分に行えるように、できるだけ最小寸法(３～５mm)で下地を表面目荒らしして調整する。

　・注入完了後、全面たたき点検により樹脂の充填状況を確認する。

　・注入に先だって鋼板周囲をパテでシールし、樹脂が全面にいきわたるように配慮する。

２重ナット締め

先端は４５°カットする

接着剤

樹脂モルタル

接着系アンカーＭ１２


